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6月 19日、オルフェにおいて「静寂」の勉強会がはじまりま
した。 
私がこの本に出会い、読み始めた時、これまで試みてきたシ

ュタイナーにまつわるさまざまな学び（・・・ライアーをはじ

めとして、オイリュトミーやアートや声のことなど）そのすべ

ての学びに共通する流れをたどった末に、ついにその源流にた

どりつき、最初の湧き水をさぐりあてたように感じました。 
「これだ！」と。そして、これを皆で読んでいこうと思いたったのです。読み進めていけば、だんだ

んわかってくることですが、この本を読む事自体に意味があり、また読み方にも秘密があるようです。

情報としてではなく、静寂の体験を読者が自ら深めていく機会として、本が差し出されていることが、

くり返し述べられています。 
私たちは、静寂についての新しい考え方にふれ、新たに静寂とかかわり始め、静寂を育んでいきな

がら、静寂と共鳴するような生き方を探っていくことになるでしょう。 
	
 まずは、ゆっくりと時間をかけて読んでみましょう。そして読んでいくうちに起こってくる内面の

変化に、注意を向けることから始めてみましょう。次回７月 17日は「はじめに」を読んでいきます。	
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いま「静寂」はどこに見出すことができるのか・・・ 
未曾有の状況にある日本で、 
本書は現代におけるあらたな静寂への道を呈示する。 
シュタイナーの思想とユングの心理学を結合する、 
精神心理学の名著、本邦初訳。 
 
涼風書林 HPより http://www.kirisutoshakyodotai.org/ryofumain.html 

 
 


